
開所して７年目、職員で策定した「生きる喜びを持って共に歩もう一歩ずつ『笑顔の風が吹き抜ける明るいホーム』」
という理念の意義を再確認する必要性があるとして、職員が笑顔で接して、利用者の笑顔を引き出すことをホーム
全体で統一したいと管理者は考えている。職員も理念の認識を新たにし、認知症に対する支援の力を高めることを
目指している。全職員が身体拘束防止チェックリストを使って具体的な行為を確認し、身体拘束の禁止を徹底して
いる。スピーチロックは忙しいときに出やすいので、余裕を持ったシフトを組むことで予防している。また、働きやす
い職場を目指して、常勤雇用を基本とし、希望休を取れるようにしている。職員の都合ではなく利用者の望みを優
先した支援を行うため、業務の見直しや時間をどの様に使うかなど職員の意見を反映させて実践している。かかり
つけ医による訪問診療・往診と２４時間オンコール対応の訪問看護が可能になり、看取りに対する受け入れ体制が
整った。重度化した場合、家族と相談の上条件が揃えば、看取りマニュアルをもとにケアプランを作成し看取りを実
施している。取り組むべきことに前向きで、常に向上心のある事業所である。

評価結果市町村受理日






































